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脳
神
経
外
科
で
多
発
し
た

医
療
事
故
に
よ
る
影
響
―

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
が
ど

の
程
度
、
患
者
の
減
少
に

つ
な
が
っ
た
の
か
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。

○
訂
正
と
お
わ
び

　
１１
月
２９
日
付
け
１
面
の

表
「
赤
穂
市
民
病
院
と
赤

穂
中
央
病
院
の
比
較
」で
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
人

数
が
不
正
確
で
し
た
。
両

病
院
か
ら
提
供
さ
れ
た
数

値
を
本
紙
が
編
集
す
る

　
外
来
の
一
日
平
均
患
者

数
で
は
、
両
病
院
と
も
コ

ロ
ナ
禍
が
起
き
た
２
０
２

０
年
度
に
大
き
く
落
ち
込

み
、
そ
の
翌
年
に
上
向
き

に
な
っ
た
。
中
央
病
院
は

そ
の
後
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
た
の
に
対
し
、
市

民
病
院
は
再
び
減
少
。
入

院
は
２
０
２
２
年
度
ま
で

は
市
民
病
院
が
患
者
数
で

上
回
っ
て
い
た
が
、
２３
年

度
に
逆
転
し
た
。

　
赤
穂
市
は
、
患
者
数
が

減
少
し
た
主
な
要
因
と
し

て
、
▽
医
師
不
足
▽
人
口

減
少
▽
は
り
ま
姫
路
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
▽
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伯
鳳
会
の
指
定
管
理
構
想

市
長「
一
つ
の
判
断
材
料
」

市
長「
一
つ
の
判
断
材
料
」

協
定
前
に
再
度
説
明
会
へ

中
学
生
絵
師
が
描
い
た

忠
臣
蔵
ね
ぷ
た
披
露

１２
日
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｈ
で

　

赤
穂
市
民
病
院
の
経
営

形
態
移
行
へ
向
け
て
指
定

管
理
者
候
補
の
医
療
法
人

伯
鳳
会
・
古
城
資
久
理
事

長
が
自
身
の
ブ
ロ
グ
な
ど

で
発
信
し
て
い
る
運
営
構

想
を
め
ぐ
り
、
牟
礼
正
稔

市
長
は
市
民
説
明
会
で

「
決
定
事
項
で
は
な
い
」

と
し
つ
つ
、「
一
つ
の
判

断
材
料
と
し
て
考
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
病
院
特

命
担
当
部
長
が
「
市
と
し

て
も
同
じ
方
向
性
で
考
え

て
い
き
た
い
と
は
思
っ
て

い
る
」と
言
及
。病
床
や
診

療
機
能
の
集
約
化
と
再
編

な
ど
に
つ
い
て
古
城
理
事

長
の
構
想
を
ベ
ー
ス
に
協

議
を
進
め
、
兵
庫
県
や
医

師
会
な
ど
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
う
も
の
と
み
ら

れ
る
。

　

赤
穂
市
が
開
い
た
市
民

説
明
会
は
、
予
定
し
て
い

た
９
会
場
で
２
日
ま
で
に

終
了
。
市
に
よ
る
と
、
延

べ
約
４
０
０
人
が
参
加
し

た
。い
ず
れ
の
会
場
で
も
、

よ
り
詳
し
い
資
料
や
具
体

的
な
説
明
を
求
め
る
声
が

上
が
り
、「
こ
ん
な
形
で
病

院
が
出
発
す
る
と
い
う
こ

と
が
決
ま
れ
ば
、
改
め
て

説
明
会
を
し
た
い
」（
牟
礼

市
長
）、「
議
会
に
協
定
案

を
上
程
す
る
前
に
議
会
と

市
民
へ
説
明
し
た
い
」

（
病
院
特
命
担
当
部
長
）

　
「
ね
ぷ
た
博
士
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
知
ら
れ
る
青
森

県
弘
前
市
の
中
学
生
ね
ぷ

た
絵
師
、
菊
池
虎こ

太た

朗ろ
う

君

（
１４
）が
忠
臣
蔵
ね
ぷ
た
の

新
作
や
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
１２
月
１２
日（
金
）、

中
広
の
赤
穂
化
成
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
。

　

虎
太
朗
君
は
３
歳
で
初

め
て
見
た
弘
前
ね
ぷ
た
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
小

６
で
絵
師
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
。
若
手
絵
師
と
し
て
テ

レ
ビ
番
組
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
話
題
に
な
っ
た
。
赤

穂
出
身
の
国
立
研
究
開
発

法
人
職
員
、
榊
泰ひ

ろ

直な
お

さ
ん

（
５７
）＝
奈
良
市
＝
の
仲
介

で
忠
臣
蔵
を
題
材
に
し
た

ね
ぷ
た
作
品
を
製
作
。

「
忠
臣
蔵
×
弘
前
ね
ぷ
た

―
出
会
う
伝
統
、
つ
な
ぐ

未
来
」（
赤
穂
民
報
社
な

ど
後
援
）
と
銘
打
ち
、
赤

穂
義
士
祭
の
前
々
夜
祭
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
作
品
と
と

も
に
来
穂
す
る
。

　

虎
太
朗
君
に
と
っ
て
忠

臣
蔵
ね
ぷ
た
を
手
掛
け
た

　 　

市
民
病
院
の
患
者
数

経
営
改
善
取
組
後
も
減

入
院
は
中
央
病
院
が
逆
転

　
赤
穂
市
民
病
院
の
一
日

平
均
患
者
数
の
推
移
で
、

有
識
者
に
よ
る
経
営
検
討

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て

経
営
改
善
の
取
組
を
始
め

た
２
０
２
２
年
度
以
降
も

患
者
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
市
は
医
師

不
足
や
人
口
減
少
な
ど
を

要
因
に
挙
げ
る
が
、
同
じ

赤
穂
市
に
立
地
す
る
赤
穂

中
央
病
院
で
は
入
院
患
者

が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

と
表
明
し
た
。

　

２
０
２
７
年
４
月
の
経

営
形
態
移
行
を
実
現
す
る

に
は
、
遅
く
と
も
半
年
前

に
は
伯
鳳
会
と
協
定
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
り
、
市

は
来
年
９
月
議
会
に
協
定

案
を
上
程
す
る
見
通
し

だ
。

　

市
は
「（
市
民
説
明
会

で
出
た
意
見
を
）
赤
穂
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら

せ
、
市
民
の
意
見
を
聴
く

必
要
が
あ
る
」（
政
策
担
当

課
長
）と
す
る
一
方
、牟
礼

市
長
は
「
市
民
の
声
を
聴

い
て
進
め
る
べ
き
か
も
わ

か
ら
な
い
が
、
そ
こ
ま
で

待
て
な
い
状
態
が
来
た
の

で
、
今
後
市
議
会
で
い
ろ

い
ろ
諮
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
」と
も
発
言
。市
民
が

協
定
案
の
具
体
的
な
内
容

の
は
初
め
て
で
、
製
作
に

あ
た
っ
て
忠
臣
蔵
の
物
語

を
勉
強
し
て
浮
世
絵
を
参

考
に
図
柄
の
構
想
を
練

り
、
忠
臣
蔵
研
究
者
に
下

絵
の
監
修
を
依
頼
。
高
さ

３
㍍
近
い
扇
形
の
ね
ぷ
た

を
完
成
さ
せ
た
。「
今
の

自
分
に
出
来
る
精
一
杯
の

技
術
を
詰
め
込
み
ま
し

た
。
工
夫
し
た
構
図
や
配

色
を
見
て
ほ
し
い
」
と
赤

穂
で
の
作
品
発
表
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
虎
太
朗

君
が
主
宰
す
る
文
化
団
体

「
響き

ょ
う
ら
く
か
い

樂
會
」
に
よ
る
ね
ぷ

た
囃
子
と
津
軽
三
味
線
の

演
奏
、
虎
太
朗
君
が
ス
テ

ー
ジ
上
で
即
興
で
ね
ぷ
た

絵
を
描
く
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
。
赤
穂
高
校

の
創
立
１
０
０
周
年
関
連

事
業
で
も
あ
り
、
同
校
の

放
送
部
、
書
道
部
、
生
徒

会
が
司
会
や
お
囃
子
な
ど

で
参
加
す
る
。
午
後
６
時

開
場
、６
時
半
開
演
。入
場

料
は
１
０
０
０
円
（
１８
歳

以
下
と
学
生
は
無
料
）
で

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
受
け

付
け
て
い
る
。（
写
真
は
中

学
生
ね
ぷ
た
絵
師
の
菊
池

虎
太
朗
君
＝
中
央
＝
と
響

樂
會
の
み
な
さ

ん
＝
榊
さ
ん
提

供
）

　 　

　 　

　　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

に
意
見
や
要
望
を
出
せ
る

機
会
が
設
け
ら
れ
な
い
ま

ま
移
行
の
手
続
き
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

さ
ら
に
不
安
と
不
満
が
募

り
そ
う
だ
。（
写
真
は
赤
穂

市
民
病
院
の
経
営
形
態
移

行
に
関
し
て
行
わ
れ
た
市

民
説
明
会
＝
２９
日
、
市
民

会
館
）

際
、
ミ
ス
や
確
認
不
足
が

あ
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

読
者
と
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
お
わ
び
し
、
修
正
し

た
比
較
表
を
掲
載
し
ま

す
。
　
　
　
赤
穂
民
報
社
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市
民
ガ
イ
ド

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
お
庭
の
剪
定
承
り
ま

す
＝
庭
木
の
剪
定
、
枝
打

ち
、伐
採
、草
刈
り
、草
引

き
、除
草
剤
、防
草
シ
ー
ト

施
工
な
ど
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
お
見
積

り
無
料
で
す
。「
御
庭
番
」

御
崎
☎
０
９
０
・
９
０
９

２
・
３
２
７
６
（
大
前
）

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
お
困

り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

電
気
関
係
の
事
か
ら
製
品

販
売
、
エ
ア
コ
ン
移
設
、

介
護
用
手
摺
、樹
木
伐
採
、

家
具
移
動
、
網
戸
の
補
修

等
、
自
分
で
は
無
理
と
思

っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
事
な
ら
お
任
せ
。

無
料
見
積
も
り
致
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。三
樋
町
１８
の
４
☎

４３
・
５
４
１
４

　

▼
着
付・エ
ス
テ（
脱
毛

８
２
９
、
メ
ー
ルsoyo

kaze0138@
g
m
a

il.com

（
逢
澤
貴
代
）

　

▽
７
日
＝
松
本
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
中
広
１
０
５
７
）

☎
４２
・
０
０
３
６

点
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
☎
４３
・
０
２
７
５

　

▼
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
＝
１２
月
７
日（
日
）、

赤
穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
１３
時
半

開
演
。
安
田
敬
子
バ
レ
エ

ス
ク
ー
ル
が
ゲ
ス
ト
出
演

し
ま
す
。
入
場
無
料
。

「
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
羽は

音ね

色い
ろ

」
☎
４３
・
７
４

５
０
（
赤
穂
市
民
会
館
）

　

▼
赤
穂
わ
く
わ
く
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
＝
１２
月
７
日

（
日
）、
赤
穂
港
千
鳥
ボ
ー

ト
パ
ー
ク
南
側
埠
頭
で
１０

〜
１５
時
。雨
天
決
行
。キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、グ
ル
メ
屋
台
、

マ
ル
シ
ェ
、ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
。海
上
自
衛

隊
掃
海
艇「
あ
お
し
ま
」入

港
、南
極
の
氷
と
石
の
展

示
も
。☎
０
９
０
・
２
５
９

８
・
０
１
６
６（
亀
井
）

　

▼
お
子
様
限
定
ク
リ
ス

マ
ス
お
か
し
ま
き
大
会
＝

１２
月
７
日（
日
）タ
テ
ホ
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
で
１４
時
か

ら
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど

約
１
２
０
０
個
を
ま
き
ま

す
。参
加
無
料
。「
赤
穂
海

浜
公
園
」☎
４５
・
０
８
０
０

　

▼
「
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」

お
話
し
会
＝
起
立
性
調
節

障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
の

母
親
で
看
護
師
で
も
あ
る

女
性
が
経
験
を
語
り
ま

す
。『
私
だ
っ
て
、起
立
性

調
節
障
害
な
ん
か
な
り
た

く
な
か
っ
た
よ
』
１２
月
７

日（
日
）、
塩
屋
公
民
館
で

１３
〜
１５
時
。参
加
無
料
。☎

０
９
０
・
３
７
２
４
・
１

東
Ｓ
Ｓ
、
赤
穂
イ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
の
給
油
及
び
洗
車
や
軽

作
業
○
正
社
員
／
営
業
時

間
内
（
７
時
〜
１９
時
）
で

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
月

給
１８
万
円
～
（
年
齢
経
験

に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）
危
険
物
免
許
あ
れ
ば

尚
良
し（
手
当
有
り
）○
パ

ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
／
営
業

時
間
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン（
任
意
希
望
時
間
）。

時
給
１
１
１
６
円
～
。学

歴
不
問
。「
前
田
石
油
㈱
」

中
広
１
７
９
の
６
☎
４３
・

２
６
８
８

　

▼
仲
江
俊
明
・
水
墨
画

展
＝
作
品
数
約
１２
点
。
１２

月
１
日（
月
）〜
２５
日（
木
）

１０
〜
１６
時
（
金
土
日
は
休

み
ま
す
）。「
さ
こ
し
高
瀬

舟
」
坂
越
公
民
館
隣
☎
４８

・
７
１
２
２

　

▼
第
５４
回
赤
穂
義
士
祭

奉
賛
学
童
書
道
展
＝
１２
月

５
日（
金
）〜
７
日（
日
）、

赤
穂
市
立
図
書
館
で
１０
〜

１７
時
半（
７
日
は
１６
時
）。

小
１
か
ら
中
３
ま
で
特
別

賞
５４
点
を
は
じ
め
４
６
９

含
む
）・
焼
き
菓
子
の
お

店
＝
成
人
式
の
着
付
け
、

出
張
着
付
け
、前
撮
り
、レ

ン
タ
ル
、着
付
け
教
室
の

ご
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま

す
○
焼
き
菓
子
は
予
約
販

売
で
す
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」

☎
０
８
０
・
９
１
６
０
・
２

８
４
３（
佐
井
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
12
月
6
日（
土
）

・
8
日（
月
）、い
ち
ご
ロ
ー

ル
１
本
１
６
０
０
円
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
営

業
９
時
半
〜
１７
時
半
。
商

議
所
北
☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
赤
穂

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

播
州
赤
穂
〜
長
船

経
営
状
況
公
表
線
区

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
追
加

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
乗
客

を
大
量
に
輸
送
で
き
る
鉄

道
の
特
性
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、

１
日
あ
た
り
輸
送
密
度
２

０
０
０
人
未
満
の
線
区
を

対
象
に
収
支
率
な
ど
経
営

状
況
の
数
値
を
こ
の
ほ
ど

公
表
。
対
象
線
区
に
赤
穂

線
の
「
播
州
赤
穂
〜
長

船
」
区
間
を
追
加
し
た
。

　

公
表
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、「
播
州
赤
穂
〜
長
船
」

区
間
（
３１
・
８
営
業
キ

ロ
）
の
２
０
２
４
年
度
の

輸
送
密
度
（
１
日
１
㌔
あ

た
り
の
乗
客
数
）
は
１
６

８
７
人
。
収
入
２
・
０
億

円
に
対
し
、
費
用
は
１２
・

６
億
円
（
い
ず
れ
も
２
０

２
２
〜
２４
年
度
平
均
）
と

し
て
い
る
。
収
支
率
は
１５

・
５
％
で
、
１
０
０
円
の

収
入
を
得
る
の
に
６
４
６

円
の
費
用
を
要
し
た
計
算

に
な
る
。

　

同
社
は
、
輸
送
密
度
２

０
０
０
人
未
満
の
線
区
に

つ
い
て
「
地
域
の
皆
様
と

各
線
区
の
現
状
や
課
題
を

共
有
す
る
こ
と
」
を
目
的

に
線
区
別
経
営
状
況
を
２２

年
度
か
ら
公
表
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
、
２０
年
度
以

降
に
新
た
に
２
０
０
０
人

を
下
回
っ
た
線
区
は
公
表

対
象
か
ら
除
外
し
て
い
た

が
、
今
回
は
該
当
す
る
１９

路
線
３２
線
区
す
べ
て
を
対

象
と
し
た
。

　

同
社
は
「
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
や
線
区
の
特
性
・

移
動
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え

て
、
鉄
道
の
上
下
分
離
等

を
含
め
た
地
域
旅
客
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
関
す

る
議
論
や
検
討
を
幅
広
く

行
い
た
い
」と
し
て
い
る
。

　

▼
…
舞
台
『
忠
臣
蔵
』

内
蔵
助
役
の
上
川
隆
也
さ

ん
が
赤
穂
で
成
功
祈
願
＝

１２
月
１２
日
か
ら
東
京
・
明

治
座
を
皮
切
り
に
全
国
６

か
所
で
上
演
さ
れ
る
舞
台

『
忠
臣
蔵
』
で
主
演
の
大

石
内
蔵
助
役
を
演
じ
る
俳

優
の
上
川
隆
也
さ
ん
が
こ

の
ほ
ど
赤
穂
市
を
訪
れ
、

赤
穂
義
士
四
十
七
士
を
ま

つ
る
上
仮
屋
の
赤
穂
大
石

神
社
で
舞
台
の
成
功
と
安

全
を
祈
願
し
た
。

　

赤
穂
を
初
め
て
訪
れ
た

と
い
う
上
川
さ
ん
は
四
十

七
士
の
墓
が
あ
る
加
里
屋

の
花
岳
寺
も
参
拝
し
た
。

墓
石
に
刻
ま
れ
た
戒
名
に

「
刃
」
の
文
字
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
刃

の
文
字
を
背
負
っ
て
い

る
、
そ
の
重
さ
を
感
じ
ま

す
。
仇
討
ち
を
成
し
遂
げ

た
皆
さ
ん
の
覚
悟
が
伝
わ

り
ま
す
」
と
神
妙
に
語

り
、「
今
も
地
元
の
皆
さ

ん
が
抱
く
四
十
七
士
へ
の

思
い
や
愛
情
を
感
じ
な
が

ら
、
大
石
内
蔵
助
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
舞
台
へ
向
け
て
気
持
ち

を
引
き
締
め
た
。

　

舞
台
『
忠
臣
蔵
』
は
演

出
・
堤
幸
彦
さ
ん
、
脚
本

・
鈴
木
哲
也
さ
ん
。
内
蔵

助
の
妻
り
く
役
に
藤
原
紀

香
さ
ん
、
吉
良
上
野
介
役

に
高
橋
克
典
さ
ん
を
配
す

る
な
ど
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で

描
く
。
来
年
１
月
２４
日
〜

２７
日
に
は
大
阪
・
梅
田
芸

術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で

上
演
さ
れ
る
。（
写
真
は

舞
台
『
忠
臣
蔵
』
の
成
功

を
祈
願
す
る
上
川
隆
也
さ

ん
Ⓒ
安
田
新
之
助
・
Ｅ
ｌ

ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
）

他
人
の
住
民
票

を
不
正
に
取
得

容
疑
の
３３
歳
無
職
男
逮
捕

　

他
人
に
な
り
す
ま
し
て

不
正
に
住
民
票
を
取
得
し

た
と
し
て
、
赤
穂
署
は
１１

月
２７
日
、
有
印
私
文
書
偽

造
・
同
行
使
な
ど
の
疑
い

で
東
大
阪
市
長
瀬
町
の
無

職
の
男
の
容
疑
者（
３３
）を

逮
捕
し
た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
は

今
年
５
月
２２
日
、
赤
穂
市

加
里
屋
の
赤
穂
市
役
所

で
、
他
人
の
住
所
や
氏
名

を
記
載
し
て
偽
造
し
た
交

付
申
請
書
を
窓
口
に
提
出

し
、
不
正
に
住
民
票
の
写

し
の
交
付
を
受
け
た
容
疑

が
あ
る
。
調
べ
に
対
し
容

疑
を
認
め
て
い
る
と
い

う
。

　

赤
穂
市
に
よ
る
と
、
今

年
６
月
下
旬
、「
身
に
覚

え
の
な
い
消
費
者
金
融
と

の
取
引
に
住
民
票
が
利
用

さ
れ
た
」
な
ど
と
相
談
が

あ
り
、
住
民
票
の
発
行
履

歴
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

何
者
か
が
男
性
の
運
転
免

許
証
を
提
示
し
て
本
人
に

な
り
す
ま
し
、
住
民
票
の

交
付
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
判
明
。
市
か
ら
被
害
届

を
受
け
た
同
署
が
犯
人
を

捜
査
し
て
い
た
。

私
費
で
経
費
支
払
い

市
係
長
を
減
給
処
分

　

赤
穂
市
は
１１
月
２８
日
、

不
適
切
な
事
務
処
理
で
公

務
を
著
し
く
混
乱
さ
せ
た

と
し
て
、
市
産
業
振
興
部

の
男
性
係
長
を
減
給
１０
分

の
１
（
６
か
月
）
の
懲
戒

処
分
に
し
た
と
発
表
し

た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
係
長

は
同
市
と
備
前
市
、
上
郡

町
で
構
成
す
る
東
備
西
播

定
住
自
立
圏
形
成
推
進
協

議
会
の
２
０
２
４
年
度
農

林
商
工
部
会
事
業
に
要
し

た
経
費
を
適
切
に
事
務
処

理
せ
ず
、
３
回
に
わ
た
り

計
約
４５
万
円
を
私
費
で
業

者
や
店
舗
に
支
払
っ
た
も

の
。

　

決
算
報
告
で
実
施
し
た

は
ず
の
事
業
の
報
告
書
が

欠
け
て
い
る
こ
と
に
他
市

町
の
担
当
者
が
気
付
き
、

調
査
し
た
と
こ
ろ
問
題
が

発
覚
。
係
長
は
市
の
聴
取

に
「
仕
事
の
手
が
回
ら
な

く
て
事
務
処
理
で
き
ず
、

私
費
で
払
っ
て
し
ま
っ

た
。
申
し
訳
な
か
っ
た
」

と
弁
明
し
た
と
い
う
。

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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